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Ⅰ．はじめに

黄
ホワンツー

土高原（第 1 図）は、中国の黄
ホワンホー

河中流

域を主とする、文字通りの、黄色い土の高原

である。ここは、中国における文明の発祥地

の1つとも言うべき場所でもある。たとえば、

黄土高原の南端、現在の西
シーアン

安付近（第 1 図）

では、彩陶で有名な、半
バンポー

坡遺跡が見つかって

いる。また、西安周辺は、周・秦・漢・隋・

唐など歴代王朝の都が設置され、東西につな

がる交易路の中心ともなっていた。

黄土高原の土は、北方や西方の黄砂を起源

とする風成シルトである。乾燥すると堅く、

水とまざるとやわらかくなるという特徴をも

つ。そのため、1 枚 1 枚、板のように引き延

ばした土のかたまりをつきかためて城壁を築

いていく、版築とよばれる、古代中国で広く

採用された技術1）を生み出すことにもなっ

た。黄土層をくりぬいたヤオトンとよばれる

洞穴状の住居も、黄土高原に残る特徴的な文

化の1つである。中華人民共和国の建国前夜、

毛沢東や周恩来など中国共産党のリーダーた

ちは、黄土高原の中央部、延
イエンアン

安（第 1図）を

拠点の 1つとして、この黄土の洞穴に潜伏し

ながら、国民党との戦闘を続け、いくたの辛

酸をなめながらも、全国統一への第 1歩を踏

み出したのである。その様子は、アグネス・

スメドレーの『偉大なる道』2）などに詳しい。

こうしたことから、現在、黄土高原は、紅色

旅游（赤い旅行）とよばれる、愛国教育ツアー

の重点実施地域ともなっている。

歴史地理学者の史念海3）によると、黄土高

原は、各王朝による開発が進む前は、一面の

緑に覆われていたらしい。しかし、前漢以降、

度重なる戦乱と開発とを経て、人の手による

緑の破壊が進み、黄土色の土がむき出しの大

地へと変わったと言われている。また、緑に

よる保護がないために、夏に雨が降ると、雨

つぶが直接大地をたたきつけ、水流が激しく

流れ下り、水とともに土が失われてしまう侵

食現象が発生していた。この侵食現象は中国

語で水土流失と呼ばれる。このように人間活

動との関係の観点から復元された環境変化の

歴史を、環境史と言う。黄土高原における環

境史の視点からの研究については、史をはじ

めとして蓄積がある。しかし、その多くは黄

土高原で水土流失が激化するようになった経

緯を明らかにしようとするものであった4）。
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研究をさらに進展させるため、注目すべき

こととして、1990 年代以降、黄土高原にお

いて緑が回復してきていることがある。黄土

高原において、緑地の拡大の結果、水土流失

の歴史に終止符がうたれるかどうかを検討す

ることは、環境史の観点から重要なことがら

である。

緑の回復の主な原因は、中国の中央政府に

よる政策的誘導もあって、1999 年から、耕

作・放牧の多くが停止され、緑化が進められ

ていることである。この緑化政策と、水土流

失との関係については、いくつかの研究があ

る。たとえば、佐藤廉也たち5）は、黄土高原

の中央にある、陝
シャン

西
シー

省延安市における調査

に基づき、政府主導の緑化の成否には、伝統

生業経済が緑化実施後の経済開発とうまく接

合しうるかが影響している可能性が高いと述

べた。筆者は、佐藤たちの研究グループの一

員として調査に加わり、政府主導の緑化には、

一定の水土流失の予防（以下、水土保全と略

称）効果があったことを、別稿で報告した。

一方、これまであまり着目されてこなかっ

た緑の回復の原因として、NGO ボランティ

アによる緑化活動がある。管見では、これに

関する論文はほとんどない。今後の黄土高原

の環境変化を見通すためにも、NGO ボラン

ティアによる緑化活動の空間的な広がりなど

を経年的に明らかにしていくことは重要であ

ろう。

本稿で注目する NGO は、黄土高原の北東

第 1図　黄土高原の範囲

資料：『中国黄土高原における草の根環境協力 22 年の歩み』、認定特定非営利活動法人緑の地球ネットワーク、

2013、62 頁。
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端、山
シャン

西
シー

省大
タートン

同市（第 1 図）で緑化事業を

展開してきた、緑の地球ネットワーク（Green 

Earth Network。以下 GEN と略称）である。

GEN による緑化の歴史については、NGO の

創設者や運営者・参加者たちの手によって、

エッセイ・記録などが出版されている。しか

し、緑化事業によって、緑地が空間的に拡大

した過程を地図によって可視化したものはな

い。また、緑化によって、水土流失が弱まっ

たのかについては、明らかにされていない。

こうした研究の基盤となるのは、地形図や

衛星画像（人工衛星から撮影された地表面の

写真）である。地形図、あるいは衛星画像を、

時系列で比較すれば、緑化の展開過程を地図

化することが可能となる。現在は中国で地形

図を入手するのは困難である。しかし、アメ

リカや中国のウェブサイトで、中国の衛星画

像が無料公開されており、これを入手・利用

することができる。そこで、本稿では、衛星

画像を経年的に比較することにより、NGO

ボランティア GEN の緑化事業の展開と水土

保全との空間的な関係を明らかにすることを

目的とする。

本章に続くⅡでは、研究対象地域の概観を

行う。Ⅲでは、本研究で用いたデータと解析

手順について述べる。Ⅳでは、解析の結果を

示すとともに、考察を行う。最後に、Ⅴで本

稿の結論を述べる。

Ⅱ．研究対象地域

本研究の対象地域は、山西省大同市の中

心部から南東方向およそ 40 km に位置する、

渾
フン

源
ユアン

県呉
ウー

城
チョン

郷呉城村周辺（北緯 39°47ʹ ～

39°52ʹ　東経 113°35ʹ～ 113°49ʹ；南北 10.2 km

×東西 7.0 km）である（第 2 図）。呉城郷呉

城村周辺は、GEN の緑化活動の記録、『ぼく

らの村にアンズが実った　中国・植林プロ

ジェクトの 10 年』6）に記載されているよう

に、GEN によるアンズ植栽の活動の中心地

域の 1つである。

第 1 表にまとめたように、GEN は、呉城

郷や、呉城村など郷に属する各農村と、相互

に協力しあいながら、アンズの植栽を進めて

きた。呉城郷や呉城村は、収穫したアンズの

販売により、経済的な収益を村人に還元でき

たことから、GEN の活動の成功事例ともなっ

ている。

この地域の気候は、アンズ植栽に適してお

り、乾燥している。手元には、大同市のデー

タしかないが、年降水量が 400 ～ 500 mm で

あり6）、降雨は 7 月から 8 月に集中する7）。

第 2図　2000 年の呉城郷呉城村周辺

資料：第 2表参照。村名は Google Earth。
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年平均気温は 6°C、1 月は－12°C、7 月は

22°C で、無霜期は125日前後となっている7）。

地形的には、黄土が堆積した台地状の地形

を、南北両側から伸びた河川や侵食谷が削っ

ている（第 2 図）。現在は、翟
ジャイジアワー

家窊村以北を

北流する河川本流につながる、細い侵食谷が、

台地上を走っており、夏季の降雨に伴う水土

流失が活発に起こっているものと思われる。

集落は川沿いなど水場に近いところに点在

している（第 2図）。アンズ植栽以前は、アワ・

キビ・ジャガイモを栽培していた6）。第 1 表

で示したとおり、現在は、アンズ栽培がさか

んに行われるようになっている。

Ⅲ．資料・方法

本稿で用いた衛星画像を第 2表に示す。衛

星画像は、中国科学院計算機ネットワーク情

報センターの科学データベースセンター

（http://www.gscloud.cn/）、アメリカ地質調査

所の EarthExplorer（http://earthexplorer.usgs.

gov/）からダウンロードした。本稿のⅠで述

べたように、1990 年代末以降における、黄

土高原の緑の回復を明らかにすることが環境

史の研究上の課題となっている。そのため、

本稿では、2000 年と 2010 年の 2 時期の衛星

画像を利用することとした。

解析手順は以下のとおりである。まず、視

覚的に緑化や水土流失の進展の度合いを見る

ための準備作業として、第 1表の 2時期の衛

星画像それぞれについて、トゥルーカラー合

成8）を行った。

次に、2000 年以前から 2010 年にかけて植

林が進んだ過程を明らかにするため、2 時期

の画像のそれぞれで、台地上で、緑色で塗り

つぶしたようになっている範囲を植林地とし

第 1表　呉城郷呉城村周辺におけるアンズ植栽の歴史（1994 ～ 2004 年）

年 呉城郷、郷に所属する村 GEN

1994
呉城郷全体でアンズを 442.6 ha 植栽。活着率 95％

以上。呉城村では、うち 92 ha 植栽。

1995 郷はその後数年かけて 400 ha、30 万本植栽。
呉城郷振

チェンシン

興村（現翟
ジャイジアワー

家窊村。第1図参照）小学

校附属果樹園にアンズを植栽。5.3 ha、4500 本。

1998
呉城村とのアンズ植栽の協力開始。1 年に 5 ～

10 ha。

2004

呉城郷全体アンズの栽培面積が 1200 ha になる。

GEN の緑化協力を得ていた呉城村は自力でもアン

ズ植栽を進め、植栽面積は全村で 290 ha あまり、

20 万本以上に拡大。村の耕地面積は 440 ha ほどな

ので、およそ 3分の 2をアンズが占める。

資料：『中国黄土高原における草の根環境協力 22 年の歩み』、認定特定非営利活動法人緑の地球ネットワーク、

2013、62 頁。高見邦雄『ぼくらの村にアンズが実った　中国・植林プロジェクトの 10 年』、日本経済新聞社、

2003、191 頁。山西省渾源県誌編纂委員会編『渾源県誌』、方志出版社、1999、185 頁。高見邦雄『黄土高原だより

302 号』、認定特定非営利活動法人緑の地球ネットワーク、2005（http://melma.com/backnumber_17010_30835/：2016

年 7 月 25 日閲覧）。

第 2表　本研究の資料

衛星 センサー パス ロウ 取得日
空間 
解像度

Landsat7 ETM+ 125 32 2000年7月1日 30 m

Landsat5 TM 125 32 2010年7月5日 30 m
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た。その際、緑色の濃いものを古い植林地、

薄いものを新しい植林地として分類し9）、時

期別に最も古いものから順に、第 1期植林地、

第 2期植林地と命名した。

また、水土流失の発生状況を把握するため、

上記と同範囲で、2 枚の衛星画像のそれぞれ

で河川・侵食谷の形状を観察し、2000 年か

ら 2010 年にかけて変化があった場所につい

ては、水土流失の発生個所として認定した。

最後に、緑化の進展地域と、水土流失の発

生箇所とを比較することにより、緑化が水土

保全に果たした効果について検証した。

Ⅳ．結果・考察

本章では、植林の展開、水土流失の展開、

植林地の水土保全効果について順に述べる。

まず、植林の展開に関して、2000 年（第 2

図）には、台地上で、緑色の濃い植林地と、

薄い植林地とが観察された。そこで、前者を

第 1期植林地、後者を第 2期植林地と仮称し

た。この呼称は便宜上のもので、厳密には第

1 期植林地が、最も初めに木が植えられたと

ころかはわからない。2010 年には、呉城村

を囲むように、新たな植林地（第 3図第 3期

植林地）が形成されている。以上から、呉城

郷呉城村周辺では、およそ 3つの時期にわけ

て、植林が展開してきたと考えられる。

次に、水土流失の展開についてである。

2000 年の衛星画像（第 2 図）と 2010 年のそ

れ（第 3図）とを比べると、河川や侵食谷の

形状にほとんど変化がないのがわかる。ただ

第 3図　2010 年の呉城郷呉城村周辺

資料：第 2表参照。村名は Google Earth。
第 4図　第 3図北の水土流失箇所（2000 年）

資料：第 2表参照。
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し、第 3図の南北両端のひし形で囲んだ場所

では、侵食谷の伸長が見られた（第 4図と第

5 図、第 6 図と第 7 図との中央付近を参照の

こと）。夏季の降雨に伴い、谷頭部で水によ

る侵食や、崩壊、つまり水土流失が発生し、

侵食谷が伸びたものと思われる。

最後に、植林地の水土保全効果についてで

ある。水土流失の発生個所は、植林地の外に

あり、植林地では水土流失が観察されなかっ

た。このことから、植林による水土流失予防

効果があった可能性が示唆される。

Ⅴ．おわりに

本稿では、黄土高原の環境史に関わる研究

課題として、1990 年代以降の緑の回復に果

たした NGO ボランティア活動の役割に着目

し、山西省大同市 NGO ボランティア GEN

の緑化事業の展開と水土保全との空間的な関

係を明らかにするための試みとして、2000

年と 2010 年の 7 月の Landsat 衛星画像を比

較した。植林されていないところで水土流失

が発生しているのに対し、植林地では水土流

失が起きていないことから、植林による水土

流失予防効果があった可能性が示唆された。

〔付記〕本稿は、2015 年 11 月 28 日に開催

された立命館地理学会で発表したテーマにつ

いて、筆者が最近おこなっている研究の途中

経過を報告するものである。なお本研究は、

文部科学省科研費補助金基盤研究（C）「地

域の実践的連環知に基づく環境・減災ガバナ

ンス―日本・中国における比較事例研究」

（2014 年度～ 2016 年度、課題番号 26512018、

第 5図　第 3図北の水土流失箇所（2010 年）

資料：第 2表参照。

第 6図　第 3図南の水土流失箇所（2000 年）

資料：第 2表参照。
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補助金基盤研究（B）（海外学術研究）「中国・

黄土高原における 1940 年代以降の土地被覆・
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～ 2018 年度、課題番号 15H05131、研究代表

者：佐藤廉也）、日本学術振興会科研費若手

研究（B）「ポスト「退耕還林」における中

国農村の未来可能性」（2012年度～2016年度、
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第 7図　第 3図南の水土流失箇所（2010 年）
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